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新型電力系統自動切替装置（PAC装置）

本装置は、中部電力（株）殿の配電用変電所に設置され、
変圧器の故障や上位系統の事故などによって停電になった
場合、健全回線や健全バンクから電力供給を行えるよう電
力系統を自動で切り替る装置である。
従来型の自動切替装置は、開発から 年近く経過して
おり、主要電子部品の廃番などにより、継続製作が困難な
状況になっていた。そこで、当社は、バンク二次自動切替
装置（以下、 ）の新型を開発し、平成 年度に納入
を開始した。新型装置には、電力品質記録機能を付加した。
つづけて、新型 で開発したハードウェアを最大限
活用して、受電自動切替装置（以下、 ）の新型を開発
し、平成 年度から納入を開始した。

■概　要
①   B-PAC （Bank-Power equipment Automatic Controller）

は、変圧器の故障などにより バンクのみ停電
した場合に、バンク二次遮断器、およびブスセクション遮
断器の操作を自動的に行い、健全バンクから停止したバン
クの負荷に電力を供給して停電を復旧する装置である。
②   J-PAC （Juden-Power equipment Automatic Controller）

は、上位系統の事故などにより変電所が全停と
なった場合に、受電開閉器の操作を自動的に行い、予備回
線から受電することで停電を復旧する装置である。
また、変電所構内で故障が発生した場合には、受電開閉器、
およびバンク一次遮断器を自動的に操作して、電力系統か
ら故障点の切り離しを行い、健全バンクの停電を復旧する。

■特　長
①B-PAC
従来のバンク二次自動切替機能に加え、高調波監視、有
効電力・無効電力、電圧電流不平衡率などを計測記録できる
電力品質記録機能を付加した。記録したデータは、電力品質
の管理に活用できるよう、監視部署等に設置された親局装置
にて毎日定時にモデムまたは 通信によって自動収集し、
レポート出力することが可能である。この機能により、現地
へ出向しなくても遠隔から各種情報の管理を可能とした。
② J-PAC
従来の受電自動切替機能に加え、データセーブ・アナラ
イザ機能を付加した。主リレーの動作と装置異常の発生を
トリガ条件として、交流入力データ、外部接点情報、異常
情報を記録する。記録したデータを付属品の保守パソコン
に取り出してパソコン画面に交流入力波形や記録内容の一
覧を表示させて、系統事故の調査や解析などに活用するこ
とができる。 ■B-PAC外観 ■ J-PAC外観

■装置仕様

32 愛知電機技報 No.33（2012）


